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厳しい鍛錬の日々を日常に －青木宣親選手（ヤクルトスワローズ）引退に思う－ 

令和 6 年も暮れようとしている。今年もいろいろなことがあった。野球界では大谷翔平

選手の活躍が光った。翻って日本のプロ野球では青木宣親選手の引退に注目したい。 

青木選手は早稲田大学を卒業して決して高評価とは言えないドラフト 4 位でヤクルトに

入団した。その後メジャーリーグでもプレーしたが、最終的には古巣のヤクルトで今年バ

ットをおいた。 

身長 175 ㌢、体重 80 ㌔。プロとして決して恵まれた体格ではなく、ア

マチュア時代そこまで騒がれた選手でもなかった。 

その人が日米通算 2000 安打を達成したのがプロ 14 年目、メジャー時

代の 2017 年だった。日本では 2 度の年間 200 安打を記録。最終的には

2730 安打。イチロー、張本勲、野村克也、王貞治に次ぐ数字だ。生涯打

率.313 は歴代 6 位。 

ではどうしてここまでの成績を残すことができたのか。２つのエピソードを紹介したい。 

一つは 1 年目を 2 軍で過ごした青木選手が当時の若松勉監督に当てた年賀状の文面。「今

年は頑張りますからレギュラーで使ってください」。今どきなら当たり前の売込みかもしれ

ないが、若松監督は驚きながらも感心したそうだ。「線は細かったけれどギラギラしていた」。 

この前向きな姿勢がのちの活躍につながっている。 

二つ目は引退試合。現役最後の打撃練習で打球の角度など微調整を加えたという。その

ことについて青木選手は「気づいたら微調整していた」と語っている。より良いものを求

め繰り返してきた試行錯誤の動きが勝手に出たというわけだ。 

名を成す選手は皆、人が見れば逃げたしたくなるような厳しい鍛錬の日々を何気ない日

常としているだろう。そうした日常がその人を造っている。 

プロの世界の特別な人たちと思うかもしれない。しかし、たとえ“頂上”に登ることが

できなくても、厳しい鍛錬の日々を重ねようとする行為そのものが尊いことだと思う。「な

りたい自分」ではなく「ありたい自分」（TAKE OFF press No.12）を日々積み重ねた結果、振り返

ってみると“砂山”（TAKE OFF press No.16）になっていたという典型的な話だと感じた。 
 

友よ叡智を磨くべし！ －オーストラリア SNS 禁止に注視－ 

オーストラリア議会が 16 歳未満の SNS 利用を禁止する法案を可決した。世界初の試み

だという。どの国も SNS の抱える課題は同じだろう。現地では賛成の声が 77％である一

方、不安視する声もあるようだ。本校でも、あるいは家庭でも一度議論してみてもいい。

いずれにせよ今後注視していきたい。 

名球会オフィシャルサイト
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先日、武雄市内の小中高の教員と警察や地域の方々などが一堂

に会し、生活安全や交通に関して情報交換をする会議に出席した。 
そこであらためて知ったことは「中学校ではスマホ所持を禁止

している」という事実だ。そもそも SNS の使用やスマホの所持

は個人の問題だが「国レベルで SNS を禁じる」「市レベルでスマ

ホ所持を禁じる」という現実を見ると“痛し痒
かゆ

し”という悩ましさを感じる。 
今年の 18 歳が生まれたのは 2006 年。旧 Twitter が登場した年だ。初代 iPhone が登場

したのは翌 07 年。今の高校生の大半はデジタルネイティブであり、かつ SNS ネイティブ

だ。人とどのようにコミュニケーションをとるかという方法はもちろん、価値観そのもの

が年賀状を大事にしていた私の世代とは全く違っているのだろう。おそらく世代ごとに違

う景色を見ている。 
SNS は手放せない。でも中毒、いじめや闇バイトなどの危険は否応なく迫ってくる。ま

さに未知の課題、正解の分からない問いにどう応えればいいのか。 
“友よ叡智を磨くべし”。皆の叡智を結集させてこの難しい問いにみんなで立ち向かおう。 

 

より速く！ より正確に！ －デジタル技術の活用力を披露－ 

12 月 8 日、佐賀市文化会館にて県高校生 DI 選手権大会が開催された。  

デジタルイノベーション（DI）を担う人材を目指してプログラミング

やデータサイエンスを学ぶ取組の成果発表の場でもある。本校でも 1 年

生の十数名の有志が 6 月から週 1 回程度、大学や工業高等専門学校、企

業の専門家から直接指導を受けてきた。 

今回の大会では保護者を含め多くの観客が見守る中、専用ソフトを用

いた半導体回路設計やプログラミングの速さを競いあった。本校関係の

結果は以下のとおり。入賞おめでとう！ 

【当面の主な予定（12 月後半）】 

16 日（月）育ちあい講座（1 年）17 日も 

17 日（火）エイズ予防講演会（1 年） 

18 日（水）三者面談（全学年）23 日まで 

24 日（火）終業式 

25 日（水）冬季補習 

26・27・1/6・7 日まで（全学年） 

28 日（土）北予備ファイナル（3 年）29 日まで 
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部門 入賞者
CIRCUIT DESIGNER でタイムアタック︕  【2位】正司浩大 【3位】小林穂高

インバーター回路設計コンテスト 〜スピード編〜 【3位】正司浩大
プログラミングコンテスト 〜スピード編〜 【2位】前田康希 【3位】原優理子

AI学習コンテスト 
【準優勝】武雄Lab
   相森音也・宫𠩤理・小栁佑太・桒原義経（有工）・井手翼

インフルエンザが流行り
つつあるようです。 
うがい・手洗い・マスク・
手指の消毒・換気。 
そして何より栄養と休養
です︕ 
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